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コロナが終息したら、
〇多くの体験学習を実施して児
童の豊かな心を醸成する。
〇児童会活動や集会活動で異
年齢の縦割り活動を充実させ
る。
〇地域に根ざした体験活動を考
えたい。

〇地域への学校だよりの発行を通
じ、積極的な情報発信に努めてい
る。また、各教科や総合的な学習
の時間、子どもセンター事業等に積
極的に学校外の人材を活用する。
〇民生児童委員との懇談会をもち
情報交換を図り生活指導の充実を
図る。
〇地域と共催できる行事を積極的
に活用する。また、教職員も積極的
に参加できる場を設け、開かれた
学校になるように努める。

水本晃史

健やかな体の育成 地域とともにある学校

◎国語科を研究の窓口とし、言
語活動の向上を図る。
〇自ら学び伸びていこうとする
力を育てる。

確かな学力の向上

・学校は楽しい学習の場として、また、どの子にも心地よい居場所として、何が必要なのか、人的・物的に限りがある中でできる限り実現
できるよう努めてきました。今後も地域や関係諸機関と連携を図り、時には積極的に協力を得ることも重要と考えます。今後もさらに開か
れた学校になり、多くの方々の力を結集して学校教育の充実を図りたいと考えます。

交流活動等はコロナ禍の中、中止せざるを得ない場面が多く残念だった。

その他の課題

〇「不審者」、「火災」、「地震・津
波」それぞれの避難訓練を実施
して具体的に身を守ることを学
習した。
〇様々な場所、様々な時間帯に
おいて安全が確保できるように
訓練内容を工夫する必要があ
る。
〇長縄大会は体力向上の意味
からも効果的だった。

〇「学校だより」を地域の回覧板を
通じ配布し、情報発信に努めた。
〇民生児童委員との懇談会をもち
貴重な情報交換の場となった。
〇「人権講演会」、「子ども会行事」
に積極的に参加し地域との交流を
深めることができた。
〇「こどもセンター」や、「読み聞か
せ」などに地域の方々の協力を得
た。

今年はできない事もあった。
〇「東タイム」「チャレンジタイム」
を継続し、さらに内容の充実を
図る。
〇教師の授業力を向上させるた
め校内研究体制を充実する。
〇「学力テスト」の結果の分析を
綿密に行い、課題を明確にす
る。

〇「東タイム」、「チャレンジタイ
ム」で基礎基本の定着を進めて
いる。
〇授業力向上のため、校内研究
授業を充実させ、活発な協議を
行い授業改善を進めている。
〇「家庭学習の手引き」を配布
し、家庭の協力を得ながら家庭
学習の充実を図っている。
〇学力定着フォローアップアド
バイザーの指導を全担任が受
けた。

〇「スポーツテスト」の結果よりソフ
トボール投げとシャトルランに課題
があり、意識した取り組みを行っ
た。
〇休憩時間にみんな遊び等、教師
も一緒に体を動かす機会をもった。
〇避難訓練や交通安全教室を計画
的に実施して安全への学習を深め
た。
〇全クラス対抗長縄大会を実施し、
めあてをもって体力づくりに取り組
んだ。

〇様々な場所、様々な時間帯に
おいて安全が確保できるよう
に、訓練を工夫して実施する。
〇設備面での改善も急務であ
る。

〇「学校だより」の配布を続け
る。
〇民生児童委員との懇談会を
継続する。
〇多くの地域行事に積極的に参
加する。
〇「子どもセンター事業」に民生
委員さんの協力を得られるよう
になった。

〇様々な体験活動を実施して豊
かな心を養う場を設けている。
〇様々な集会活動を通じ、異年
齢交流を進め児童の豊かな心
を養う。
※本年度はコロナ禍のため、実
施できませんでした。
〇あいさつ運動を実施し、児童
自らがより良い学校づくりに取り
組んだ。

〇学校アンケート
〇いじめアンケート
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〇「東タイム」「チャレンジタイム」
の実施は定着しているが、成果
として各種調査の向上に繋がる
までには至っていない。
〇授業アンケートから授業内容
がよくわかると答えた児童が増
えていきている。
〇「学力テスト」は年度により厳
しい結果になることがある。

〇全国学テ結果
〇県学習到達度調査
〇授業アンケート

正しい人権意識を持ち、豊かな知性と情操を身につけ、健康で自主性に富み、みんなと協力して力強く生きぬく子を育てる。

校長氏名

本年度の取組についての評価

◎体力向上の推進。
◎基本的生活習慣の確立。
〇生命・安全の確保と守る力の
習得。

◎学校からの情報発信を工夫
し、連携が深められるようにす
る。
◎コミュニティースクールとして
地域や保護者の願いを学校運
営に積極的に取り入れる。

◎相手の立場になって考え、思
いやりのある心を持てるように
する。
〇正しいと思うことに進んで取り
組み、最後まで粘り強くやり抜く
力を育てる。

豊かな心の育成

〇スポーツテスト
〇生活調べ

〇学校アンケート
〇学校運営協議会

〇「介護老人施設訪問」などの
体験学習や児童会活動や集会
活動などの異年齢交流は相手
の気持ちをよく考えるなど、効果
的な活動だが、本年度は実施で
きなかった。
〇あいさつ運動は意欲的に取り
組み、気持ちの良いあいさつが
広がったし、児童の活躍の場と
しても効果的だった。


